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はじめに 

2004 年 10 月 23 日に 2004 年新潟県中越地震（Mjma6.8)が発生した．本震のメカニズムは北西-南東圧縮の逆断

層型であり，数週間にわたって活発な余震活動が継続した．詳細な余震観測によって複数枚の断層面の存在が明ら

かになっている．このように非常に複雑な活動の背景には，強い構造の不均質が存在していると推察できる。そこ

で，我々は震源域周辺に展開した，京都大学・九州大学の臨時観測点や Hi-net,気象庁，東京大学の観測点のデー

タを用い，Double-Difference Tomography 法(Zhang and Thurber, 2003)を用いて余震域およびその周辺の地震波

速度構造を求めることを試みる。 

観測およびデータ解析 

中越地震震源域には本震発生前から防災科学技術研究所の Hinet，気象庁，東京大学地震研究所の地震観測点が

展開されている。京都大学防災研究所地震予知研究センターと九州大学地震火山観測研究センターは共同で余震域

にオンライン地震観測点およびオフライン地震観測点を展開した。オンライン観測点は衛星テレメータを用い，京

大と九大の観測センターでそれぞれ収録を行った。これらのデータに対して合同観測班によって読み取りが行われ

た。本研究では 755 個の地震に対する，50 観測点での読み取り値を使って DD トモグラフィー法を用い，３次元速

度構造を得た。読み取り値は，各観測点に澁谷・他（２００５）が JHD 法によって求めた観測点補正地を差し引い

た。トモグラフィーは２段階で行った。まず，水平方向２０km，深さ方向５ｋｍのグリッドに対して DD を用いず

に解析を行った。これらの結果を初期値として，震源領域は深さ方向 2.5km，水平方向 3.62km に配置したグリッ

ドでの速度を求めた。用いたデータ数は P，S の絶対走時についてそれぞれ，20569，19968 で，P，S に対する DD

のデータ数は，114553,106836 である。最終的に rms 走時残差は初期モデルに対する残差 0.95sec から 0.064 まで

改善された。 

結果 

得られた速度構造は震源断層より浅い上盤側が低速度，下盤側が高速度となった。余震分布自体は速度境界も

しくは高速度部分で発生している。新潟県中越地震は逆断層であり同様の地震としては宮城県北部地震がある。岡

田・他（2004）による結果と本研究での結果は調和的である。また，本震，最大余震，共役断層での地震（いずれ

も M6 以上）は低速度部分に位置し，これらの地震の破壊開始点が低速度域に存在してることが明らかになった。

これらの結果は中越地震の発生過程に関して重要な情報を示唆していると考えられ，大変興味深い。 
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